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表紙：2020年度 ワールド サービス カンファレンスのテーマ「私たちの未来像に投
資しよう」を表すアート作品。詳しくは、www.na.org./conference をご覧ください。
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編集者から、ひとこと
　ふと考えてみたら、最高におもしろいコメディアンというのは、日々 ごく普通に考えることや起こるこ
とを話のネタにしているのです。家族とのやりとり、結婚、子育て、教育、仕事。毎日のありふれたこと
のなかにも成長や発見がある。そして当然、ひとと関わることで愛が生まれる。このようなことは、詩
や、歌や、書物や、映画や、演劇などのテーマにもなっているし、N Aのミーティングでも、スポンサー
シップでも、ステップワークでも、そしてこのNA Wayマガジンという「誌上ミーティング」でもわかちあ
われていることです。
　NAにおける自立と伝統７は、金銭、時間、サービスによるところが大きいけれども、わたしたちが自
分なりに貢献することも例外ではありません。ですから、NA Wayマガジンで経験をわかちあってくれ
たみなさんや、この雑誌をほかの仲間たちに回してくれたみなさん、ご協力に心から感謝します。また、
まだNA Wayに投稿をするに至ってないみなさんにも、なにかしら重要であったり、刺激になったり、
笑えたりする話のネタがあるでしょうから、ぜひこちらにお寄せください。それが、自分と仲間たちの回
復のためになるのです。ミーティングで話そうとすることを書いてもらえれば、細かいところはこちらで
整えて掲載させていただきます。ぜひ、naway@na.orgへお寄せください。
　こうしてわかちあって与えるという精神こそが、NAメンバーに仲間意識と恩恵をもたらすのです。
わたしたちはひとりひとりNAに与えることを任されています。お返しをするという文化が育つのにわた
したちが一役買えば、金銭、時間、サービス、心意気によるひとりひとりの貢献が及ぼす影響を、新し
いメンバーたちは理解するでしょう。わたしたちがみな、作家や、監督や、コメディアンや、詩人や、劇
作家であるわけではないにしろ、みんなそれぞれに何かしら与えるものがあるし、それを与えるとき、み
んながわたしたちの未来像に投資するのです。
　命を救ってくれたNAという集まりを支えようと、惜しみなく与えることには精神的な充足がある。ひと
りひとりの貢献によって、回復をわかちあうという取り組みが世界に広がっていくと知っているから、私
たちは自分が与えられるものを与えるのだ。（I P＃24、『マネー・マターズ：セルフ・サポート・イン・NA』）。

ド・J （エディター）

メンバーのみなさんへ　2020年４月１日までに、www.na.org/survey 
のCARによるアンケートにお答えください。みなさんからの意見提供

が、WSCによる議論と決定に役立つのです。
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世界中で
読まれている
NAの定期刊行物

NA Way マガジン では、読者のみなさんが参加
されるのをお待ちしている。この年に４回発行され
る定期刊行物によって、ぜひ、世界中の仲間たちと
分かち合いをしていただきたい。回復するなかでの
経験はもちろんのこと、NAのさまざまなことに関
する意見や、これからの課題などについても投稿
をお待ちしている。ただし、投稿された原稿はど
れもみな、ナルコティクス アノニマス ワールド
サービス社に所有権があるものとされる。購読の
予約、編集に対する意見のほか、著作権など実務
的なことでの相談は、PO BOX 9999, Van Nuys, 
CA 91409-9099 にお問い合わせいただきたい。
NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞれ
に自分で経験したことや自分なりの意見を紹介す
る雑誌である。ここにはNA全体の意見は表明さ
れていない。そしてもちろん、ナルコティクス ア
ノニマス、NA Way マガジンまたはナルコティク
ス アノニマス ワールドサービス社によって支持さ
れていると受け取れるような記事も掲載されてはい
ない。また、インターネットからNA Way マガジ
ンを配信することを希望する場合には、上記のアド
レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにeメー
ルをいただきたい。
NA Way マガジン（The NA Way Magazine： 
ISSN 1046-5421）、NA Way（The NA 
Way）、ナルコティクス アノニマス（Narcotics 
Anonymous）、この３つは、ナルコティクス ア
ノニマス ワールドサービス社のトレードマーク
として商標登録されている。NA Way マガジン 
は、ナルコティクス アノニマス ワールドサービ
ス社（19737 Nordhoff Place, Chatsworth, CA 
91311）によって、年に４回発行される。

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマ
スのメンバーのための雑誌であるため、英語、ペル
シャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、ス
ペイン語など、さまざまな言語で出版されている。
そしてこの雑誌の使命は、ひとりひとりのメンバー
に回復とサービスに関する情報を提供することであ
り、そこには回復にまつわる喜びだけでなく、現在
NAで問題となっていることや世界中のNAメンバー
のだれにとっても見過ごせないイベントなども取り
上げている。編集スタッフはこのような使命に従
い、世界中のメンバーが特集記事をはじめとする
さまざまな記事を書いて、自由に載せられる雑誌
にしようとするのはもちろん、現在行われている
サービスやコンベンションに関する情報を提供す
ることにも力を注いでいる。だが、これが定期的に
メンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、
『アディクトであれば、どんなアディクトであって
も、薬物を使うのをやめることができ、使いたいと
いう欲求も消え、新しい生き方を見いだすことがで
きる』というNAの回復のメッセージをたたえるこ
とにこそ力を注ぐ

NA World Services, Inc.
PO Box 9999

Van Nuys, CA 91409 USA
Telephone: (818) 773-9999	
Fax: (818) 700-0700
Website: www.na.org

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。
掲載された記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げ
られている問題についてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、
エディター宛に送っていただきたい。250字以内にまとまっていれば、その
まま編集の手を加えずに掲載されることになっている。お便りには、本名、
現在使われている住所および電話番号を明記することをお忘れなく。掲載さ
れる場合には、アノニマスでという希望がないかぎり、ファーストネームと
苗字のイニシャルを署名として用いることになる。

http://www.na.org./conference
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mailto:naway%40na.org?subject=
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http://www.na.org/survey
mailto:naway%40na.org?subject=
http://na.org
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愛による骨折りが
みごとに実を結ぶ

　あたしは、何ヶ月も途方に暮れていた。もう、前のスポンサーのことはふっきるし
かないのに、恐れと自己満足から抜け出せないでいた。向こうからも電話をして
こないんだから、いいじゃない。じっくりステップワークをやりたくて、あたしはスポン
サーに多くを望みすぎてたのかもしれない。われながら困ったやつだとは思って
た。愛情に飢えていたんでしょうね。何にせよ、前に進まないと。このままじゃダメ
になる。恐れを退け、勇気を出して、いろんな仲間と接していくしかなかった。

　そうしたら、新しいスポンサーがみつかった。素晴らしいひとで、運命の出会
いだとすぐわかった。NAで日ごろ主張しているとおりに行動をしていること、サ
ービスに対する情熱、いろんな考えや情報をもっていることなど、まさにあたしが
求めていたことばかり。このひとなら、一心同体で歩んでいけそうだった。あたし
のわからないことがあると、スポンサーは何時間でも話につきあってくれた。つね
にNAの文献に目を向けさせてくれたので、あたしはどんどん歩みを進めていっ
た。スポンサーには娘が3人いたので、あたしも娘との悩みごとを相談した。その
ときまで、スポンサーのようにいい母親がいるとは知らなかった。あたしは夫のこ
とも相談した。なんと、スポンサーには夫も３人いたのだ。あたしが必要とするとき
にはいつでも力になってくれて、ほんとうに頼りになるひとだった。非の打ちどころ
のないスポンサーが見つかって、あたしはすごく幸運だった。完璧なひとではな
いかもしれないけど、あたしには申し分のないスポンサーだった。

　ほどなくして、スポンサーからすごい思いつきを聞かされた（少なくとも、あたし
はその考えに興奮した）。スポンシーたち全員のために、テレビ ミーティングをす
ることにしたというのだ。あたしたちスポンシーは、14人。３カ国、５つの異なる時
間帯に散らばって住んでいた。あたしは、よその地域人たちと話して関係を築く
ことにワクワクした。興奮のあまり、それがスポンサーにとってどれだけの作業に
なるのかわかっていなかった。各ステップをひとりひとりと見直す時間をつくらなく
てはならないし、その上、全員がどこにいても参加できるようにテレビミーティング
の日時を設定しなければならない。さぞかし、大変だったろう。計画や取りまとめ
に延 と々時間を費やしたのだ。今のあたしでも、8人のスポンシーを集めるのが
やっとで、14人なんてとんでもない。でも、スポンサーはやはり、その並はずれた
献身と情熱によって不可能に思えたことを可能にした。

　だが、このひとは癌にかかっていたのだ。あたしには、スポンサーシップを取る
ときに教えてくれた。そして、癌患者として扱われたくないと釘を刺した。話す相
手がだれであろうと、あたしがそのことを話題にするのをいやがった。「わたしの
具合をたずねないこと。あなたが知る必要があれば、こっちから教えるから」と
言われた。それを尊重して、あたしは病状をたずねたりはしなかった。だから、
あのときにはわからなかった。ああやってあたしたちスポンシーがひとつのグル
ープになってステップに取り組むようにしたのは、スポンサーなりに、あたしたち
に心の準備をさせるということだし、そのときがきたら、あたしたちスポンシー同
士で支え合ってほしかったのだ。

　あたしたちは、みんなそろって12のスッテップをやり抜いた。またとない経験だ
った。あたしは成長し、考え方が変わり、ずっとなりたかった母親像にも近づき
つつあることがわかった。あたしがスッテプを通しでやるのは８回目だったけれ
ど、これまでにない経験をして興奮した。あたしは、新たに誕生したNA文献の
『ガイディング・プリンシプルズ』が好きなので、NAの伝統にも取り組みたかっ

「愛による骨折りが

むなしく終わることはなく、

しかるべきときがくれば

かならずや

みごとに実を結ぶ・・・」

ジミー・K 

http://www.na.org/subscribe
https://www.na.org/?ID=webstore_new
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た。スポンサーの頭には情報がぎっしりつまっていたから、あたしはとに
かくありったけの情報を吸収したかった。けれども、あたしが次に取り組
むことを聞くたびに、スポンサーは話をはぐらかし、伝統もいいけど今は
ステップの10から12までをみっちりやりましょうと言う。あたしはがっかりし
て、わかったわと言いつつも、それからひと月くらいして話を蒸し返す。
いつもその繰り返しだった。

　スポンサーは教えてくれなかったけど、病状がまた悪化していたのだ。
こうなったら、もうお終いだった。その連絡を受けた日のことは、一生忘
れられない。その朝、あたしはスポンサーにメールした。調子はどうかと
たずね、会えなくて寂しいから、そのうちテレビ ミーティングをしましょうと
書いた。あたしがエリアのサービス委員会に出席していると、スポンサ
ーから返信があり、「わたしの事情が変わってしまったの。メールで伝え
るしかなくて、ごめんなさい。同じスポンシーの女性たちに連絡すれば、
詳しいことがわかるでしょう」と書かれていた。あの瞬間の、あたしの気
持ちは言葉にできない。胃をわしづかみにされたようだった。同じスポン
シーの仲間から近況を聞きながら、あたしは床にひざまずいて泣いて
いた。スポンサーはあたしたちの元を去っていく。いつとはわからないけ
ど、別れがきている。癌が進行しすぎて投薬で抑えきれず、ホスピスに
入ることになった。

　あたしは恐れで身動きができなかった。なにがなんだかわからなかっ
た。なにをおいても、スポンサーに会いに行ってハグしたかった。２週間
後にスポンシー全員でお見舞いにいくことにしたけれど、当日の5日前に
なって、病状の悪化があまりに早くてだれとも面会はできないと、家族か
ら告げられた。もう会えないんだ。これまでしてもらったことに感謝の気持

ちを伝えることはできないんだ。あたしが途方に暮れているときに現れて、
わずかの間しか一緒にいられなかったとしても、あたしの歩みではいち
ばんの成長期になった。あんなふうに課題を突きつけてもらったのは初
めてのことだった。ナルコティクス アノニマスのなかだけでなく、家族や
職場や社会にも、あんなに豊かな経験によって背を押し手を引き導い
てくれるひとなど、ひとりもいなかった。

　あたしは毎日、電話を見つめながらビクビクしていた。電話が鳴ると、
ついに、スポンサーがいのちを手放したのかと、怖かった。そうこうするう
ちに、ホスピスにきてもらえないかという電話があった。スポンサーがあた
しに会いたがっているというのだ。あんなに素早く行動したことなんてな
い。２つの州をまたいで駆けつけた。手を握って、あなたがどんなに素晴
らしい人であるかと伝えるチャンスを与えられたことに、感動していた。ス
ポンサーは話せる状態ではなく、意識があったり途切れたりしていたけ

れども、心が通じていたからこれでもういいんだとわかった。これまで歩
んだ回復の道のなかで最も素晴らしい瞬間だった。

　スポンサーには、わたしのほかにも13人のスポンシーがいた。そして、
この14人のスポンシーたちがテレビ ミーティングでわかちあいができる
ようにと必死で病と闘ってくれたのだから、あたしたちはそのかけがえ
のないテレビ ミーティングによってつながることにした。あたしたちは、ス
ポンサーの死をめぐる自分の気持ちや考えを話して心を寄せあった。
あの日、あたしたちスポンシーがつながりと支えを感じられるように、スポ
ンサーがしてくれたことがすべて、ひとつになった。スポンサーはいなく

なっても、お互いがいた。あのテレビ ミーティングで、あたしたちは問いか
けあった。だれか、スポンサーがこのまま続行しようとする理由がわかる？
　だれか、スポンサーがまだ顔をみてないというスポンシーがいる？ だれ
も、スポンサーがこのまま続行する理由を思いつかなかった。あたしたち
は午後4時19分にテレビ ミーティングを終了し、スポンサーは午後4時20
分にこの世を去った。スポンサーは、あたしたちが大丈夫だろうと確認す
るためにふみとどまり、みんなが勢ぞろいするのを待っていたのだろう。ま
さに、「愛による骨折りがむなしく終わることはない。しかるべきときがくれ
ば、必ずや、みごとに実を結ぶ・・・」。こうして機は熟し、スポンサーがまい
た種は豊かな実りのときを迎えたのだ。

　スポンサーが亡くなって、今日で55日。あたしは生き延びている。アディ
クションに孤立させられてスポンサーがいない状態になるのはごめんだ
から、あたしはほかの女性にスポンサーをお願いした。例のスポンシーの
女性たちと話をしない日は、一日もない。あのスポンサーを失ったかもしれ
ないけど、あたしには無敵のネットワークがある。これまでに、それはもうた
くさんの素晴らしい仲間たちに支援を求めてきた。今回のことは、あたし
が回復の道で耐えなければならない痛みのなかでも一番キツかった。
悲しみに押しつぶされそうになることがあると、あのひとはいないんだと
気づく。電話をとって、おしゃべりできないのが寂しい。あの笑顔が恋し
い。でも、また最初からやり直すわけにはいかない。だって、もう、あのひ
とにスポンサーになってもらうことはできないのだから。

デ・ラノール・H（アメリカ合衆国／マサチューセッツ）

「何が何だかわからなかった」

心が通じていたから…

「みんなの」NA Wayに、ご協力を
　みなさんの回復に関する経験を募集しています。体験談や、NAのさまざまなことに関する意見、写真、
回復をイメージした自作のアート作品を、世界中の仲間たちとわかちあってください。そのほか、世界各地の
NAで発行しているニューズレターもお寄せいただければありがたいです。投稿は、電子文書（テキスト文
書のほか、jpg、gif、pdfなど）によって naway@na.org へ送信をお願いします。投稿ならびに著作権放棄
の書式について詳しいことを知るには www.naway.org をご覧ください

http://www.na.org/subscribe
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「12番目のステップ」に
失敗などない 

　昨夜、NAの電話サービスに、治療施設を出たばかりのアディクトからミーテ
ィングの問い合わせがあった。俺は、木曜日の夜はたいていステップワークや
セルフケアに当てているのだが、このアディクトは隣の町に住んでいたので、
俺がこれから迎えに行くと言った。しばらく参加していないけど昔からやって
いるミーティングがあるから、連れていくことにしたのだ。

　ナビをたどっていくと、俺が8年前にクリーンになって以来訪れてなかった
界隈にいた。すっかりおなじみの通りを右折する。そして、ミーティング会場に
近づくにつれて俺の顔がほころび、感謝の気持ちがわいてくる。車を停めた
ところが、まさに、俺がかつて売人と会えるまで３時間も待っていた場所だっ
た。昨夜、電話をかけてきた新しい仲間を迎えに行って、あの交差点を右折
するアディクトになれ、というのが俺に向けられたハイヤーパワーの意思だっ
たんだ。そうにちがいない。俺は、自分よりも偉大な力の愛情深く思いやりの
ある手の中で、あの交差点を右折しろ、それでまたひとつ過去に心残りがな
くなるだろう、と告げられたんだ。

　俺たちは、素晴らしい夜を過ごした。たわいのない話をしつつも、感謝の気
持ちがにじみでていた。この仲間のスポンサーは、俺がよく世話になっているメ
ンバーのひとりだとわかった。「12番目のステップ」に関する問い合わせがある
と、対応をお願いすることが多いんだ。ミーティングは、親しい仲間がいっぱい
詰めかけていて、イキのいいスピーカーを集めたクリーンタイムのお祝いだと
わかった。この新しい仲間は、30日のキータッグをもらえて「ツイていた」という
わけだ。そして、回復の道を歩むなかで俺がずっと親しくしている仲間のひと
りが、7年のクリーンタイムを祝った。ミーティングから帰る道すがら、俺たちは
NAのサービス機構や、グループの役割、世界中のNAで集められる献金の
使い道、そしてNAの用語とそれが使われる理由なんかについて話し合った。
この仲間は、いろんなことを質問し、ひとつひとつ頭に叩き込み、俺の車に明ら
かな仲間意識と感謝の気持ちを残していった。

　俺は自分の第一の目的を忘れたら、昨夜のような夜のことを思い出すこと
にしよう。NAによって道を示してもらえることに、感謝している。パブリックリレ
ーションズ（広報活動）に関するサービスおかげで、自分の目的を果たす機
会を与えてもらえることもありがたい。

　あの夜、まさに自分がいるべき場所にいたことを一目瞭然にするために、『
今日だけ』の一節をここに引用しよう。ちょうど、あの仲間からの電話を受け
る前の日に読んでいたところだ。

　12番目のステップ（メッセージ）に「失敗」などない。メッセージを届けた相手
がクリーンにならなかったにせよ、二つの目的が果たせたのだ。一つは、私たち
が自分の経験と力と希望を伝えたアディクトの心に回復の芽を蒔くことができ
たこと。そしてもう一つは、私たちがその日一日、クリーンでいられたことだ。回復
の道を行くアディクトであれば、メッセージ先を後にするとき、深い感謝の気持
ちを感じずにはいられないはずだ。

アンドリュー・S（アメリカ合衆国／コネティカット）

ジョー・T（アメリカ合衆国／オレゴン）

http://www.na.org/subscribe
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地獄に仏
　ぼくがクリーンになって12のステップを実践
するようになってから、6年も経ちました。アディ
クションにかかってからNAに至る道は、世界
中のアディクトたちが歩んだ道と何ら変わりは
ありません。高揚と苦痛に満ちたものでした。
ただ、一体いつごろから自分が極めつきのア
ディクトになっていったのか、ほとんど記憶に
ありません。使うときにはいつも「今この瞬間
を楽しむ手段でしかない」と、自分に言い聞
かせていたからです。その「一瞬、一瞬」が
過ぎて、あっという間に10年。初めてハイに
なったときの感覚を求めて、もう一回、もう一
回と使っていたけど、あの感覚は２度と味わ
えず、むしろ生きていることが苦しくなるばか
り。地獄にいるのも同然でした。アディクショ
ンが深刻さを増すごとに、ぼくの道徳観はな
しくずしに奪われていったのです。ぼくは打
ちひしがれて、なすすべがなく、やり場のない
気持ちになりました。もううんざりして、この連鎖
を断ち切りたいと思うのだけれど、どうすれば
いいのかわかりませんでした。使う量を控えた
り使う薬物を代えたりとか、医学的な治療によ
って手をつくしたけれど、うまくいったためしが
なかったのです。
　そんなときに、ぼくはこのNAという12ステッ
プによるプログラムと出会いました。最初は、
こんなものが助けになると信じていなかった
けど、試してみることにした。すると、そう、うま
くいったのです。効果が出るのは遅いけれ
ども、効果はありました。つらいときがあって
も、同じように回復の道を歩むアディクトがぼ
くをしっかり立たせてくれたのです。この仲
間同士による助け合いの輪にはすごく助け
られたし、時間が経つうちに、このプログラム
に対して身構えずに心を開いていくことを学
んだので、ぼくはクリーンで自由であることを
楽しむようになりました。将来にも夢や希望が
もてるようになって、仲間たちのようにより良
い人生を歩み直せるのではないかと思った
のですが、ぼくの人生には厳しい計画が用
意されていました。
　突如として、ぼくは健康上の問題を抱える
ようになったのです。腸に深刻な問題が生じ
て、再び打ちのめされました。まともにものが考
えられず、やることといえば、医者をとっかえひ
っかえして診てもらうだけ。治療薬は効かない
し、病気によって挫折感や絶望感や無力感
を味わうことになったのです。けれども、NA
のプログラムによって希望がもてるようになっ
たおかげで、この症状もまた一過性のもの
だと信じることができました。そして、本当に、
症状がおさまったのです。完治したわけで
はありませんが、ふたたび元気になって、人
生を立て直そうとしています。そういう気にな
れたのもNAがあったからこそだし、打
ちひしがれていても必ず前に進む
ことができたのはハイヤーパワ
ーのおかげですから、NAとハ
イヤーパワーには心から感謝
しています。
アノニマス（インド／ダージリン）

心はひとつ
　わたしは先日、1年のクリーンタイムを祝いま
した。昨日の夜、ワシントンDCでミーティングに
出席したところ、わたしの人生にハイヤーパワ
ーが働いていることを実感させられるようなす
ごいことがあったのです。
　わたしは1年のお祝いに、ある仲間からビ
リヤードボールをいただきました。そのボール
には「心はひとつ」というわたしへのメッセー
ジが刻んでありました。わたしは昨夜のミーテ
ィングにそのボールを持っていき、集まった人
たちに見せて回りました。そのとき、ミーティン
グのリーダーが身に着けているバッジが目に
とまり、なんと、そこにも「心はひとつ」と書か
れていたのです。
　ミーティングが終わりに近づいて、わたしは
リーダーのわかちあいに感謝してから、この
ミーティングに対するわたしの思い入れを話
しました。わたしの母は1980年代にワシント
ンDCでクリーンになったからです。わたしの
なかには、このミーティングに出席している母
の姿がありました。母はクリーンのままで、2011
年5月5日にこの世を去りました。３週間半にお
よぶ昏睡状態を経て、わたしが看取るなか息
を引き取ったのです。
ミーティングが終わってリーダーと話したら、リ
ーダが「ミーティングが終わるころ、ふと気が
つくと、バッジがシャツから落ちていたんだよ」
と言うじゃありませんか。あの夜、わたしは穏
やかさと安らぎを全身で感じていたし、だか
ら、リーダーが「心はひとつ」と書かれたバッ
ジを身に着けていて、そのバッジがシャツか
ら落ちたという「申し合わせたような出来事」
は、母がわたしとともにミーティングに出席し
ていたことの証だと思いました。わたしはいつ
も母がそばにいるような気がしますが、あの
夜、「心はひとつ」と書かれたバッジが落ちた
ことには、母とハイヤーパワーの果たす役割
があったのだと信じて疑っていません。あのミ
ーティングの後で、母とハイヤーパワーがわ
たしの人生にどのように働きかけているのか
ということを、詩を書きました。
　クリーンで過ごした一年で、わたしとわたし
の人生は大きく変わりました。わたしはふだん、
自分がNAメンバーであることも自分自身のこ
ともひっくるめて、周囲の人たちに打ち明ける
ことはしませんが、でも、昨日の夜に感じた不
思議な力をわかちあえないのはちょっと残念
でした。わたしはプログラムに取り組んで自分
よりも偉大なものに導かれることで、NAでも
たらされる不思議な力を毎日の生活の中で
感じているし、そのおかげでこの１年間をクリ
ーンにとどまることができたのです。
レイチェル・D（アメリカ合衆国／バージニア）

何があろうとも
　19年前の今日（2000年7月28日）、わたしは
リハビリ施設で目を覚ましました。すでに死の
門口に立っていたのです。心底から打ちひし
がれて、絶望し、自暴自棄になっていました。
施設では、毎週月曜日の夜にNAのミーティ
ングがあり、奇妙な取り合わせの人たちがゾ
ロゾロやってきました。変な連中だけど、わたし
は気に入りました。みんな、わたしのことがわか
った。みんな、わたしのことを知ってた。みんな、
わたし「だった」のです。100日のクリーンタイム
を祝うひとがいたけど、どうしたらそんなに長い
間使わないでいられるのやら、わたしにはどう
逆立ちしてもわからなかった。使わないなん
て考えは、ばからしくて不可能に思えました。
　19年前にNAにつながってから、たっぷり
時間をかけていろんなことが変わりました。19
年前に初めて買ったのが、第５版の『ベーシッ
クテキスト』でした。それは、何年か前にほか
の仲間にあげました。今持っている『ベーシッ
クテキスト』は第６版で、『今日だけ』と『NA
のステップワーキングガイド』ほど古くはありま
せん。ちなみに『今日だけ』は2000年度版の
ものです。
　NAにつながっても、わたしが最終的に敗
北を認めるにはさらに10ヶ月と4回のリラプス
が必要でしたが、NAを離れることはありませ
んでした。わたしはとどまったのです。ハイに

なって暴言を吐くこともあったし、11ヶ月間クリ
ーンでいてもアディクションがいろんなかたち
で現れるのをそのままにしていたから、自分や
仲間たちを危ない目に遭わせかねないことも
あった。でも、いつだって、わたしはNAにあた
たかく迎えてもらったのです。どんなときも。ど
うであっても。何があろうとも。

リーン・B（南アフリカ／ダーバン）
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ベーシック・キャプション
コンテスト最優秀賞

ベーシック・キャプション・コンテストに、
応募いただいたみなさん、ありがとうございました。　

今回の傑作に選ばれたのは、  

ダニエル・U（アメリカ合衆国／ニュージャージー）です。

いくら道具が揃っていても、

しまっておいたら役に立たないよね。 

ほかにも優れた応募作があったので、
以下にご紹介しましょう: 
アディクトが生き残るための道具。 

ラリッサ・R（アメリカ合衆国／コロラド）

ツールであって、ルールではない。 

ドーン・P（アメリカ合衆国／モンタナ）

クリーンな人生を築く道具。

アノニマス・H（カナダ／ノバスコシア） 

『ベーシックテキスト』が使えないと、始まらないよ。 

カイラ・Mc（アメリカ合衆国／オレゴン）

英語：
使いこなすコツは、これからミーティングに出ればわかる。
ポルトガル語：
オ・セグレド・エスタ・ナ・プロクシマ・ レユニオン。

アントニオ・B（ブラジル／サンパウロ）

動画を待つまでもない。本を読もう！

シンシア・B（アメリカ合衆国／ワシントンDC）

マイク・C（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

BCC 次のお題
ここに、みなさんがNA Ｗayマガジンに参加

できる新企画をご用意しました。左にあるコミ
ックのキャプションを書いて送っていただくだ
けで、そのままキャプション・コンテストに参
加できてしまうのです。みなさんのキャプショ
ンから傑作と思えるもの（1点とは限らないか
もしれません）を選んで、次回のNA Ｗayマガ
ジンに掲載させていただきます。そうやってNA 
Ｗayに名前が載るというのも、なかなかいいも
のでしょう。 　

申し込みは、Eメールで受けつけています。宛
先は naway@na.org。件名は「ベーシックキャプ
ション・コンテスト」とし、本文には名前と住所
を必ず記入するようにお願いします。

http://www.na.org/subscribe
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日々の生活に
スピリチュアルな原理を

活かすことで
私たちが経験したことをまとめる

仲間たちは、どうやってスピリチュアルな原理を実践しているの？
『SPAD』に関する書籍プロジェクトでは、メンバーたちの経験がそのまま本文に記載される項
目ひとつひとつを構成するものになっています。つまり、みなさんから寄せられる資料がまとまれ
ば、NAの財産となる文献が誕生するのです。www.ne.org/spad をご覧いただいて、みなさんが
書いてみる気になったり、ワークショップのテーマにしたくなるような引用を選んでください。この
プロジェクトに協力するために、親しい仲間や、スポンシーや、ホームグループのメンバーたちと定
期的に集まることも考えられるし、あるいは、各サービス機関によってプロジェクトによるワーク
グループもしくは特別委員会を結成することも考えられます。ぜひ、ご検討ください。

 2020年２月末までに取り組むべき原理と引用：      
確実であること・気づき・勇気・ もてなしの心　

包容力 ・ 誠実・我慢強さ・思慮分別・  自分を受け入れること 

 見直しと意見提供　第２弾：
・ 今回は、８つのスピリチュアルな原理について45の項目を作成しました。

・ 「序文」では、この本で論じる83のスピリチュアルな原理をリストにしました。
第２弾の原稿について、みなさんの意見提供をお願いします。

→締め切り： 2020年３月１日← 
みなさんの意見をお寄せください。

インターネット（www.na.org/spad）、Eメール（spad@na.org）、
郵送（SPAD: 19737 Nordhoff Place; Chatsworth, CA 91311 USA）

ス

ピリ
チュアル・プリンシプル・ア・デイ…

…書籍プロジェクト

『スピリチュアル・プリンシプル・ア・デイ（SPAD）』に関する書籍プロジェクトに、ご協力をお願いしま
す。詳しくは、www.na.org/spad をご覧ください。

・自分で書いてみたくなったり、ワークショップでディスカッションしてみたくなるような原理や引用。
・NA全体による見直しと意見提供（R&I）に関する最新情報。

みんなで
新しい本を
つくって
いこう！

http://www.na.org/subscribe
http://www.ne.org/spad
http://www.na.org/spad
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　NAのグループやメンバーを強化するために私たちが行うことはすべて、フェローシップ ディベロップメ
ント（FD）と考えていいでしょう。このFDのページでは、NAWSによるPRやFDに関する遠征に焦点を当
てる記事や情報をよく紹介していますが、そのような活動は、さまざまな国や地域でNAが誕生することや
新たに成長を遂げることに役立つのです。また、サービス ラーニング デイやシンポジウムも、リージョンや州
や国という境界を超えてメンバーたちが集まる大がかりで注目度の高いものを取り上げています。そして
時々、新たに誕生するNA文献の翻訳版にも目を向けます。こうしてFDの活動例を挙げていくと、きりがあ
りません。今月号では、NA初の「複数リージョンによるサービス ラーニング デイ」を取り上げています。こ
れは、2019年９月にミッド・ウェスト［中西部］ゾーナルフォーラムによって開催されました。そしてサウス［南］
ユタ エリアでは、地元のメンバーたちがサービスについて学んで役に立つことをするという取り組みがあ
り、24時間のクリーンタイムがあれば参加できるようになっています。

NA初の複数リージョンによる　
サービスラーニングデイ
　まだ苦しんでいるアディクトのためにNAの第一の目的を果
たそうと、NAメンバーたちが集まってさまざまな経験と成功例を
わかちあうときには、不思議な力が働きます。それを応援するの
が、複数リージョンによるサービス ラーニング デイ（MRSLD）で
す。MRSLDで共に作業しながら教え学びあうことによって、参
加者たちにやる気を起こさせ、役立つことの喜びを知ってもらう
ことをため、ミッド・ウェスト［中西部］ゾーナルフォーラムの各リー
ジョンは心をひとつにして協力し合っているのです。

　第１回 MRSLDは、9月13〜15日にウィスコンシン州ラシー
ンで開催され、世界各地のメンバーたちが参加してくれたの
です。金曜の午前中に専門家を交えた広報のイベントを開
き、MRSLDの幕開けとしました。その日の午後にワールドボー
ドのメンバーとNAワールドサービスのスタッフを迎え、開催期
間中にはいくつかのセッションを開催していただきました。また、
ワークショップでは「エリアの結成方法」から、「プラニング」、『
概念10』、「サービスに関するワークショップの開き方」、「2020
年度WSCの検討すべき課題」、「オンラインによるミーティング」

「ミーティングにおける略奪行為に対処すること」まで、さまざま
なテーマを取り上げました。

　第１回 MRSLDのテーマは、「NAの一員になること・・・関わ
るときだ」でした。主催した小委員会では、時計のポスターを作
成し、参加者がそれぞれに自分のサービスの役割を記入して
壁に貼ることで、参加者全員がそれぞれのNAに貢献してい
ることを示しました。もちろん、ひとりでポスターを何枚も貼るとい
うメンバーたちもいました。第１回 MRSLDでは、うれしいことに
200人の参加登録があり、次のイベントに備えて慎重な準備金
を維持して、なおかつNAワールドサービスと中西部地域フォー
ラムに献金することもできました。こうして予想以上に盛況だっ
たことから、みんなやる気いっぱいで、次回に向けて熱意を燃
やしています。

デズ・G（アメリカ合衆国／ウィスコンシン）

ミッド・ウェスト ゾーナルフォーラム

ワークショップのセッションの音声録音をはじめとして、MRSLD
についてさらに詳しく知るには、www.mrsldna.org をご覧くだ
さい。

http://www.na.org/subscribe
https://mrsldna.org
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BST: サービスに関わるなかで
欠かすことのできないメンバーたち
NAのサザン［南部］ユタ エリアコンベンション（SUACNA）が初めて
開催されたのは、2008年でした。サザン・ユタ エリアは小さく、実行委
員会ができてもコンベンションに出席したことのないメンバーばかりでし
た。みんなが本気になってひとつにまとまったことで、SUACNAが誕生
したのです。サザン・ユタ エリアには新しいメンバーが大勢いたので、
実行委員会ではコンベンション小委員会を結成して新しいメンバーた
ちの関心を集めることにしました。24時間のクリーンタイムがあれば、こ
の小委員会のメンバーになれるとしたのです。それによってサザン・ユ
タ エリアの「血と、汗と、涙（BST）チーム」は大成功をおさめました。

　「BSTチーム」は、1年にわたってコンベンションに関するサービスを
担当します。資金集めのイベントがあるたびに会場の設営と片づけを
行い、どの会場もイベント開催前よりもきれいに手入れが行き届いた状
態にします。コンベンション開催時には、「BSTチーム」が歓迎係とな
り、到着したメンバーたちの部屋に荷物を運ぶのを手伝います。そし
て、椅子を並べたり片付けたりするほか、何人かは小委員会の委員
長の後について仕事を覚えたり手伝ったりします。また、コンベンション
のワークショップとメインスピーカーミーティングでは、歓迎係をつとめな
がらドアの開け閉めが静かに行われるようにして、ワークショップやミー
ティングの進行が妨げられないようにします。

　第２回のコンベンションからは、開催前のイベントや開催期間中に
「BSTチーム」のメンバーであることがわかるように、ロゴ入りTシャツ
が作られました。毎年、チームのメンバーたちはこのTシャツをもらって
大喜びし、誇らしげに着ています。「BST」のメンバーたちは、わたした
ちのエリアにとってありがたい存在、すなわち贈り物であったし、それ
は今も変わりません。このようなメンバーたちは最大の功労者であり、
サービスに欠かすことのできないメンバーであると考えるのは、わたし
ひとりではありません。サザン・ユタ エリアでは、NAにつながったばか
りで「BSTチーム」に加わったメンバーの多くが、スポンサーを見つけ
て、ステップに取り組むようになり、ミーティングに通って、サービスに関
わったことで、今もクリーンでいるのです。

ロザンナ・S（アメリカ合衆国／ユタ）

※(BST: Blood, Sweat, Tears: 血と、汗と、涙）

血と、汗と、涙
　俺は、2017年４月26日に回復の道を歩み出して、3年目になる。中学
以来、こんなに長くクリーンでいたことはない。俺は今年で40歳になっ
た。NAを紹介されたのは5年前だから、俺はすぐにプログラムを実行し
なかったというわけだ。実のところ、「キツイやつ」はやめて、またちょっと使
えるようになればよかったんだよな。お墨つきをもらって治療施設を出たと
き、俺は破滅の道に送り出された。自分では、うまくやれると思っていた。 
つまり、アディクションによってそう思いこまされていたのだ。２年ほど、ひと
に迷惑をかけない使い方をしようとした。その間、NAには愛による心地
よい安心感があったのに、俺は自分が変わるか、さもなければ死ぬしか
ないところまでいってしまった。俺は、ひと月クリーンでいては、また使って
しまう人間だった。スポンサーができても、ほとんど連絡をせず、ステップに
も取り組まなかった。自分のことをしゃべりまくるのと、社交の場として、ミー
ティングを利用していたんだ。それでも結局は、アディクションと自分自身
から救われたい一心で、安住の地であるNAに戻ることになった。俺は、
なんでもやろうという気になったんだ。グループのビジネスミーティングであ
っても、出られるミーティングには全部出た。自分の判断が信用できなか
ったので、スポンサーを見つけるのを手伝ってもらった。

　そんなとき、俺のいるエリアでコンベンションが開催されることになった。
「ナルコティクス アノニマスのサザン・ユタ エリアコンベンション」だ。「血
と汗と涙（BST）」というチームに入れば、コンベンションの開催前と開催
期間にだれでも手伝いができるという案内を耳にした。24時間のクリーン
タイムさえあれば、BSTのメンバーになれるし、Tシャツもタダでもらえるん
だ。サザン・ユタ エリアのメンバーたちは、このコンベンションにそれだけ
の熱意をもっていたし、こうした誇りと高揚感はすぐに広まるものだ。俺
は、もういちど何かを誇りに思いたかった。ふたたび目的を持って生きる
ことで気持ちの高まりを感じたかった。ニューカマードーネーションをし
てくれた仲間によって、俺はコンベンションに参加登録ができた。そうや
って自分を気にかけてくれる仲間がいるというのは、なんて素晴らしい
ことかと思った。俺は、BSTのビジネスミーティングに出席して、コンベン
ションのボランティアに参加申し込みをした。それ以外にも、ホームグルー
プを持つことにして、いちばん苦労しそうなグループを選んだ。ミーティン
グで仲間を迎える役目をさせてもらうことになり、我が家と居場所ができ
た。これで、俺もようやくNAメンバーになったというわけだ。俺には、約束
や責任をしっかりまっとうしたという立派な経歴はなかったが、「BST」は
問題にせず、俺にチャンスをくれたんだ。

　あの時点で、俺はクリーンになって60日ぐらいで、どうや
って薬物に手を出さないでいるか、どのように感じる

か、どうやって自分を痛めつけないでいるかという
ことを、まだ学んでいる途中だった。頭のなか

の声と戦っていた。その声が、俺はただの
ジャンキーだから絶対にクリーンにはとど
まれないぞ、だから、いくら約束しようが
誓おうが最後までやりおおせるわけが
ないと告げていた。終わりのない戦い
だったが、俺は何か違うことをしたか
ったし、そうする必要があった。そもそ
も、NAのメンバーたちは、俺と同じジ
ャンキーじゃないか。同じだからこそ、

「歩みを止めちゃいけない。スポンサ
ーを見つけて、ホームグループをもって、

ステップに取り組み、サービスに関わるん
だ」って言い続けてくれたんだ。

それで、俺は早めにコンベンションの会場に
姿を現し、頼まれたことはなんでも手伝い、細

かいところにも気を配るようにした。俺は、マラソンミ
ーティングの進行役を務める機会を与えられた。なか

には、俺を入れて3人しか参加者がいないミーティングもあった
が、どれもすばらしいミーティングだった。俺は「BSTチーム」の一員に
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なれたし、みんなと協力することができたし、頼りにしてもらうこともできた。
そして、ミーティング会場の歓迎係になって、ドアがばたんと締まってスピ
ーカーの邪魔にならないように気を配りながら、いろんなところからやって
くる仲間たちを出迎えた。みんな、ただそこにいるだけで、あるがままの俺
を気に入ってくれたようだ。みんなに、コンベンションの影響があらわれて
いた。スピーカーたちの話に耳を傾けていると、NAがもたらす希望、愛、
つながりが強く感じられた。こうしてあのときのことを書いているだけで鳥
肌が立って泣けてくる。 NAが自分の居場所になっていた。

　コンベンションが終わると、俺は会場の片付けを手伝った。その際に
は、俺たちが現れたときよりもきれいにして出ていこうという気持ちでやっ
た。俺は、なごりおしかった。終わってほしくなかった。最高の気分だった。
自分がクリーンであることや、積極的に貢献していること、何かを成し遂
げたような気がすることだけを考えながら、永遠のような時間のなかで床
に掃除機をかけたことを覚えている。俺は長いことずっと死んだようにな
っていたが、ここにきてようやく、わずかながらも自分を愛し敬う気持ちが
芽生えた。自分のなかに前向きなものが育ちつつあると感じるのは、うれ
しかった。「BST」によって、俺は自分以外の何かの一部になれることを
思い出させてもらった。俺は、役立つことをしようとする人間になった。頼
れる人間になって、ほかの人の力になることもできた。

　俺は、ビジネスミーティングをはじめとして、可能なかぎりあらゆるミー
ティングに出席し続けた。第２回のコンベンション実行委員会に参加し
て、「BST」の議長に推薦された。議長になれるほどのクリーンタイムを
重ねてはいなかったが、「BST」の共同議長を務めることができた。推
薦されるだけのものが自分にはあると、みんなからみられていることがわ
かっただけで素晴らしい気分だった。それが、2年前のことだった。今の
俺は、スポンサーと力を合わせ、自分なりにステップに取り組みつつも、ま
だやるべきことがたくさんあるとわかっている。俺は、役に立つことをしてい
る。ありとあらゆる愛を知ることが、生きるということなのだとわかる。俺がま
ともな生き方をしていたころには、人から頼ってもらえたし、周囲によい影
響を与えることもできたのだということがわかるようになってきた。そのよう
な記憶は、アディクションによって俺の中から一掃されてしまったのだが、

「BST」のサービスに関わったおかげで俺のなかに呼び戻すことがで
きた。「BST」はぼろぼろになったジャンキーに、孤独から抜け出て何
かの一部になるチャンスを与えてくれた。ナルコティクス アノニマスのお
かげで、俺はトラブルではなく、解決のなかに身を置くことができるのだ。

J R（アメリカ合衆国／ユタ）

あるNAミーティングで耳にしたこと
回回復の道を歩アディクトたちは、復の道を歩アディクトたちは、ひとつのことひとつのことをほどほどにやる　――― ステップワーク。をほどほどにやる　――― ステップワーク。

『『・・・しかし、サービスの機関またはコミティをつくることはできるが、これらの機関はグループや・・・しかし、サービスの機関またはコミティをつくることはできるが、これらの機関はグループや
メンバーのメンバーの関心を集めるのに苦労する関心を集めるのに苦労する』』

『『各グループの第一の目的はただ一つ、苦しむことになっているアディクトにメッセージを運ぶ各グループの第一の目的はただ一つ、苦しむことになっているアディクトにメッセージを運ぶ
ことである』ことである』

わわたしが神についてわかるのは、「たしが神についてわかるのは、「すべてお見通しすべてお見通し」ってこと。」ってこと。

アアディクションってやつは、進行を食い止めたって安心できないよ。毎日、再発の機会をうかがディクションってやつは、進行を食い止めたって安心できないよ。毎日、再発の機会をうかが
ってるんだ。ってるんだ。

AJAJ・H（アメリカ合衆国／ニュージャージー）・H（アメリカ合衆国／ニュージャージー）

NANAワルツ：「１」、「２」、「３」とステップを踏んで・・・スポンサーを変える！ワルツ：「１」、「２」、「３」とステップを踏んで・・・スポンサーを変える！
ママルク・G（アメリカ合衆国／ウィスコンシン）ルク・G（アメリカ合衆国／ウィスコンシン）

ぼぼくはクリーンタイムの発表をしてて、キータッグのことをクリーンタッグって言っちゃったんだ。くはクリーンタイムの発表をしてて、キータッグのことをクリーンタッグって言っちゃったんだ。
（（なかなかイケてるでしょ？ 流行るかもね）なかなかイケてるでしょ？ 流行るかもね）

ススティーブ・C（カナダ／オンタリオ）ティーブ・C（カナダ／オンタリオ）

「…… 「…… アディクトがひとりでもりっぱな社会人になれば、あっという間に世の中はNAメンバーアディクトがひとりでもりっぱな社会人になれば、あっという間に世の中はNAメンバー
だらけだらけになる」になる」

NA NA Way マガジン 1983年12月号Way マガジン 1983年12月号
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広報活動のフォローアップ
NAメンバーたちが広報活動［PR］

に取り組むことによって、世界中でNA
に対する関心がかつてないほど高まり
つつあり、それがフェローシップ ディベ
ロップメント［FD］の刺激になっていま
す。というのも、PRはフェローシップ デ
ィベロップメントに関するサービスと切り
離せないものだ
からです。NA
のPR委員会で

は、広告用掲示板をはじめとして、公共
広告（PSA）、専門家向けのプレゼンテ
ーションやチラシやポスターのほか、ウェ
ブサイトやソーシャルメディアに至るまで
あらゆることを活用するので、広報のや
り方をあげていけばきりがありません。し
かし、進歩には、必ずといっていいほど
成長の痛みも生じます。たとえば、PRのプレゼンテーションを行
った後で、治療の専門家たちが自分たちの施設でNAのミーテ
ィングを始めるために問い合わせをしてくることが少なくありませ
んが、こちらから連絡を返していないことがままあるのです。この
ような手違いによって、NAに対する一般社会の関心の高まりと
ともに私たちが直面する問題の解決策をさぐる必要があること
が明らかになっています。では、サービス提供によってこのような
行き違いが生じることにどう対処すれば、NAのメッセージを効
果的に運び続けることができるのでしょうか。まず、確実なフォロ
ーアップ［追跡調査］、さまざまな手段の長期的活用、機会を活
用する手順の確立といったところから着手するのがよいのでは
ないかと考えられます。

PRによるサービスの提供を改善するためには、PRの取り組
みで定期的なフォローアップ計画を実施することから始めれば
よいでしょう。関係を維持することは、NAに関する情報を提供
することと同じくらい重要なことだからで
す。これまでPRによるサービスに参加した
ことのあるメンバーたちなら、フォローアッ
プをすればしただけの関心が集まるとは
限らないことを知っています。だから、どう
でもいいわけではありません。この「締めの
作業」はつい見落とされがちですが、プレ
ゼンテーションを行った後に「出席を感謝
します」という電子メールまたはメモによっ
て連絡をするのは、思いやりによって私た
ちの取り組みの質を高めることになります。また、この「締めの作
業」は、私たちがNAのことを本気で伝えようとし、いつでも応じら
れるように全力を注いでいるという意欲を示すのにも大いに役立
ちます。そして、フォローアップはNAの信頼性と説明責任を示す
ことにもなるのです。PRハンドブックには、「コミュニケーションとは、
耳を傾けること、フォローアップすること、そして応えることである。
私たちはサービス活動で公の場に出ていくとき、そうやってNAの
ことを伝えるのだ」と書かれています。

　PRでは、フェローシップ ディベロップメントの機会がいくつも
生じてきます。病院施設（H＆I）に関するサービス活動の可能性

もそのひとつでしょう。しかし、PRに関するサービス活動によってさ
まざまな要請があっても、それに応えられるNAは各地にそう多く
ありません。NAのグループが私たちの取り組みのことをよくわかっ
ていて、新しいメンバーが殺到しても準備ができていることが不
可欠です。そして、PRまたはH＆Iに関するサービスと12番目の
ステップとのつながりが明確になっていれば、メッセージを伝える
ことを思い出すことができるので、メンバーたちはPRまたはH＆I

に関するサービスにもっと関心を示せるでし
ょう。もちろん、各地の行政機関や専門家と
会談しても、将来のメンバーと直接つながっ
ているという気はしないでしょうが、アディクト
の多くは行政機関や専門家によって初め
てNAのことを知るのです。もうひとつ、各地
のNAで検討してもらいたいのは、人的資源
をよく考えて振り分けているかどうかです。た
とえば、H＆Iに関するサービスを望んでもパ
ネルがまったく派遣されていない施設もある

一方、H＆Iパネルの多さをもてあましている施設もあるということ
はないでしょうか。このようなことでもうまい振り分け方を考えれば、
メッセージをさらに効果的に伝えることができるかもしれません。

　PRに関する取り組みの成功によって私たちが直面してい
る最大の課題は、新しいミーティングを開くという要請に応えられ
るようにすることでしょう。せっかくのチャンスなのに、私たちにはそ
れを活かす体系的な方法がありません。NAWSには、世界各地
で取り組んでいるPRによってNAのことを知ったアディクトではな
い人たちが、それぞれの地域で誕生するNAの支援に関心をも
って問い合わせをしてきます。そのなかには、新しくできるNAグル
ープがミーティングを開く会場を提供できるという関係者がいたり
するのですが、実際にNAミーティングを開くのはNAメンバーた
ちですから、サービス委員会やNAWSでは返答に困ります。国
や地域ごとのサービス機構には、このような問い合わせに対処
する明確な方法がありません。こうした問題に直面することが

頻発しているため、これを機に話し合ってい
けば、NAのサービス提供にみられる行き違
いをなくすことができるでしょう。それにはまず、

「NAのサービス機構にどのような伝達手段
があれば、新しいミーティングが誕生する機
会を活かすことができるだろうか」と問うことか
ら、議論していくといいでしょう。エリアまたはリ
ージョンのサービス委員会で話し合えば、いく
つかの有効な選択肢が考えられるかもしれま
せん。また、これからサービス機関による棚卸

をするのも、このような問いかけに対して段階を踏んでやるべき
ことや取るべき手段を確認するのに役立つでしょう。

 ここで論じた課題に取り組むのは、今に始まったことではあ
りません。NAWSによる「長期的なプラン」で長年目標としてい
ることのひとつでもあるのです。それは、奉仕を任されたしもべた
ちによる世界的なネットワークをつくり、NAの実働部隊として世
界各地の行政機関や、専門家や、メディアに一貫した対応をす
ることを提案しています。NA全体が一丸となって解決策を探っ
ていけば、PRの取り組みがもたらした善意を最大限に活かすこ
とができるのです。そして、NAのサービスシステムによって明確

Perhaps the greatest 
challenge we’re encountering 
as a result of our successful 
PR efforts is being able to 
respond to requests for  
new meetings.

NAのサービス機構に
どのような伝達手段があれば、
新しいミーティングが
誕生する機会を
活かすことができるだろうか
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な道筋をつくり、PRの取り組みがもたらす機会に向けて行動を
起こしていくことは、現在のみならず将来も、奉仕を任されるしも
べたちの役に立つでしょう。それまでの間、世界中のNAで奉仕
を任されているしもべたちには『PRハンドブック（PRHB）』が最
高の手引きになってくれます。『PRHB』と『PRベーシックス』（い
ずれも www.na.org/handbooks で入手可能）は、世界中の
NAによる成功例の集積として、フォローアップの要請に応える
ことからフェローシップ ディベロップメントまで、ありとあらゆること
に対して具体的な助言や提案を提供しています。

　一般社会がNAを実行可能な信頼できる回復の手段と
考えれば、NAミーティングにつながるアディクトが増えていき、そ
れによって、NAのPRに関するサービスはフェローシップ ディベ
ロップメントだけでなく社会の認識にも不可欠のものになるので
す。みなさんのNAでも、共有できる経験をもつPR以外のサービ
ス機関でも、ぜひこのような問題について話し合ってください。そし
て、質問やコメントがあれば、こちらにお寄せください。みなさんの
NAの対処法がわかるのを楽しみにしています。（wb@na.org）

塀があっても、
隔てるものはない

それは、3月のある寒い夜のことでした。私は、「カリフォルニア州
矯正訓練施設［CTF］ソレダド刑務所」のコミュニティ・リソース・
マネージャー（CRM［社会資源管理官］）とふたりで、NAミーテ
ィングが開かれる礼拝堂に向かって歩いていました。私が「CTF
でNAのスピーカージャムを開催する可能性は、どのくらいあるで
しょうか」とたずねると、管理官はぽかんとして「スピーカージャム
って、何かしら」と聞きいてきたのです。私が、スピーカージャムの
概念と、それがこのCTFで開かれているNAミーティングに参加
するメンバーにどう役立つかということを説明すると、管理官は「
わかりました。スピーカージャムの概要とこちらに対するあなた方
の要望をまとめて、文書で提出してください。そうすれば、刑務所
長の承認が得られるかどうかわかるでしょう」といってくれました。こ
うして、種はまかれたのです。文書を提出してから、メールのやりと
りと変更が何度もあり、数ヶ月後に開催の日時が提示されました。
それからが、本番というわけです。
　CTFでは金曜ミーティングのメンバーたちによる小委員会が
できて、スピーカー、ボランティア、食べ物と飲み物、進行計画な
ど、いろいろな役割を調整をするメンバーも決まり、月に一回集ま
ることになりました。CTFのメンバーたちがそれぞれの活動を始

めるのにあわせて、私は、刑務所の立ち入り許可をもらって経験
と力と希望をわかちあいに来ようという気持ちのあるメンバーた
ちを塀の外で探しました。
サンタクルス エリアのH＆I小委員会では、あるメンバーが、塀の中
のスポンサーシップに関するワークショップを開くことと、塀の中へ
持ち込む『NAのステップワーキングガイド』をエリア に寄付しても
らうことを提案しました。私は、素晴らしいアイデアだけど、自分ひと
りではとてもそんなことは実現できないだろうと思いました。そこで、
塀の中のスポンサーシップによる文通の調整役をしている仲間に
声をかけたところ、実際に刑務所に足を運んでワークショップを開
くことに興奮していました。それから、リージョンのH＆I小委員会
の委員長に意見を求めて、知恵をかり、ワークショップに関する
支援をお願いしました。月日が過ぎるなかで何度となく小委員会
が開かれたことで、開催日、テーマ、スピーカーが確定しました。
あとは、刑務所の所長から、塀の外から参加するメンバーたち
の立ち入り許可証と寄贈品の持ち込み許可をもらうだけでした。
　そして、ついに、待ちに待った日がきました。2018年8月25日、
カリフォルニア州刑務所内で初めてとなるNAスピーカージャム
が、CTFソレダド刑務所の北作業場Aと北作業場Bにて開催さ
れたのです。AとBの両方からスペイン語と英語によるスピーカ
ーをはじめとする125人のメンバーが出席したほか、この特別な
日に参加を認められたCRMと50人の塀の外のメンバーが同席
しました。塀の中のメンバーと塀の外のメンバーがひとりずつ、ス
ピーカーミーティングで一緒にそれぞれの経験と力と希望をわ
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かちあうのを見ていたら、私は感謝で胸がいっぱいになってしま
いました。このイベントは大成功を収めて何ヶ月も語り草となった
ため、それほどのイベントならということで、毎年開催されることに
なったのです。
　そうこうするうちに、２回目となる2019年のスピーカージャムの
開催日時が承認されて、ふたたびCTF内で小委員会が結成さ
れました。ただ、今回の小委員会では、役割を増やしてスピーカ
ージャムの開催に役立てることにこだわりました。小委員会のあ
るメンバーが、開催費用の足しになるような資金集めができない
だろうかと言ったので、私は、塀の中のメンバーで、アート作品や
工芸品などを寄付できるメンバーを何人か調達できないだろう
かと聞いてみました。すると、一斉に「もちろんできるさ、俺たちは
ナルコティクスアノニマスのメンバーなんだからな！」という答えが
返ってきたのです。こうして塀の中のメンバーたちが自作のアート
作品によって伝統７を実践しているのは、微笑ましいものでした。
　それから数ヶ月後には、塀の中のメンバーたちによるアート作品
と、サンタクルス エリアにあるいくつものグループによる寄付の品

が、資金集めのイベントのために集まったのです。このイベントは
2019年5月25日に行われ、集まった資金は全額、2019年8月17日
のスピーカージャムの費用に使われました。うれしいことに、この
昨年のスピーカージャムではNAワールドサービスを迎えて、「NA
が塀の中の仲間たちに貢献できること」というテーマでワークショ
ップを開いていただきました。そのほかにも、地元のコメディアンで
あるNAメンバーが笑いによる癒しの力をわかちあってくれたので
すが、その瞬間、私たちを隔てるものはなくなりました。
　こうしてNAの第一の目的を実践する機会を新たにつくれば、
社会がつくった牢獄による塀と自分でつくった牢獄による塀の中
と外で、まだ苦しんでいるアディクトたちにメッセージを運ぶこと
ができるのです。そんなとき、いまさらながらに、NAという集まりに
いられることを本当にありがたく思います。毎年恒例となったスピ
ーカージャムは、塀の中と外と両方のメンバーたちのおかげで完
全に自立していると言えるのを、誇らしく思います。

トニー・D（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

塀の向こう側で
スピーカージャムをやる

　サリナスバレー州立刑務所（SVSP）は、カリフォルニア州矯正更生局
によって厳重に警備されている施設です。そんな施設の中で、2019年11
月2日に、モントレー カウンティ エリアサービス委員会の「H＆I小委員会」
は第１回NAスピーカージャムを開催しました。それまでにこの小委員会
では、長年にわたってSVSPの職員たちと協力して取り組むことで、刑務
所長や社会資源管理官などをはじめとする幹部職員たちと明確なコミ
ュニケーションを維持してきたのです。そのため、こちらがNAのスピーカ
ージャムを開催する意欲を示すと、SVSPは抵抗なく受け入れてくれたう
えに、開催の時期や形式を決めるのもいっしょに取り組んでくれました。
　僕たちが企画したのは、あるNAのスピーカージャムと同じようなイベ
ントでした。カリフォルニア州ソレダドの矯正訓練施設で毎年恒例にな
っているスピーカージャムがお手本です。これは毎年、サンタクルス エリ
アのH＆IチームCTF NAのコーディネーターによって開催されています
が、そうやって道を開いてくれた仲間たちがいることに感謝しています。
　SVSPのスピーカージャムでは、英語とスペイン語の両方でいくつかの
ワークショップを開き、以下のテーマを取り上げました。

・NAWSによるプレゼンテーション
・スポンサーシップ
・スペイン語と英語による12ステップ ライティングに関するワークショップ
・クリーンになることと、クリーンにとどまること
・NA文献の重要性
・出所に向けた準備

　ワークショップの後には、クリーンタイムのカウントダウンが行われ、自前
のクリーンタイムカードが配られました。そして、ある仲間がちょっとしたスタ
ンドアップ・コメディ［お笑い］も披露してくれました。
　今回は、地元の仲間たちと200マイル以上も旅をした仲間たちが、モン
トレーカウンティASC のH＆I小委員会ためにボランティアをしてくれまし
た。みんな、本当にお疲れさまでした。また、ノーザン カリフォルニア リージ
ョンのH＆I小委員会のメンバーたちと、協力と支援をいただいたNA ワ
ールドサービスにも感謝しています。そして、この特別なイベントに参加し
てくれた塀の中の仲間たちにも、敬意を表したいと思います。あの場に
集まってくれた女性の仲間も男性の仲間も、NAの回復のメッセージを
運ぶNAメンバーとして僕らに何ができるのかを、教えてくれたのです。
　僕らが歩みを進めていくなかでは、何をするにしても、ナルコティクス ア
ノニマスのスピリチュアルな原理と優れたコミュニケーション能力を身に
つけていなくてはなりません。来年、2020年11月には、2回目のスピーカー
ジャムを開催するつもりです。

スタン・A
モントレー・カウンティ ASC（エリア サービス委員会）

サリナス・バレー州立刑務所H＆Iコーディネーター

スティーブ・L（アメリカ合衆国／カリフォルニア）
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CAR, CAT, WSCとは？
　ワールド サービス カンファレンスは、NA全体の共通の福利を推し進めるため
に、NAワールドサービスの総力を結集する。 WSCの使命は、世界中のNAをひ
とつにすることである…。
（WSC ミッションステートメント）
2020年度ワールド サービス カンファレンス
４月26日〜５月２日
カリフォルニア州ウッドランド・ヒルズ

ワールド サービス カンファレンス（WSC）開催まで
の数か月間には、世界中のNAでメンバーたちが
集まってさまざまな提案や動議について話し合い、
そこで出された意見がカンファレンス アジェンダ レ
ポート（CAR）に盛り込まれることによってWSCの議
題となるのです。また、カンファレンス アプルーバル ト
ラック（CAT）の資料も多くのメンバーによって見直
しが行われます。WSCの議事進行やカンファレンス
開催前に郵送される資料については、www.na.org/
conference をご覧ください。

NAの祝日
 　サービス デイ		  ５月１日
　 PRウィーク		  ６月の第１週
　 スポンサーシップ デイ	 12月1日

プロジェクトの最新情報
ワールド サービス カンファレンスによってNA全体で取り組むプロジェクトが決定すると、
その完了はワールドボードに任されることになります。ワールドボードは、プロジェクトごと
に世界中のメンバーによるワークグループをつくって、プロジェクトを完了させるのです。
また、プロジェクトによっては、関心のあるメンバーたちにウェブ会議へ参加してもらい、
少人数のグループで討論や見直しや資料作成などを行うこともあります。なお、現在進
行中の『スピリチュアル・プリンシプル・ア・デイ』に関する書籍プロジェクトについては、今
月号のNA WayのP８に最新情報が掲載されています。「将来のWSC」、「研修とツー
ル」、「回復における『精神の健康』に関するI P」、「FIPT［NAの知的財産委託］の
運用規則と会報」など、この２年間のワールドサービスによるプロジェクトに関する最新
情報については、www.na.org/conference （または、2020年度カンファレンス アジェ
ンダ レポートのP２〜P３およびP10〜P21）でご覧ください。

CARによる調査
 　NAメンバーのみなさんへ： www.na.org/survey 
の「CARによる調査」は、2020年4月1日までに回答
をお願いします。みなさんの意見提供によって、文
献に関するプロジェクト、検討すべき課題、資料を
利用しやすくすること、世界各地のNAの要望に応
えやすくしていくことなど、WSCで審議と決議を行う
議題が構成できるのです。詳しくは、www.na.org/
survey をご覧ください。

ウェブ会議
NAワールドサービスによって継続的に開かれるウェブ会議に参加して、NAのサービ
スに関するアイデアや解決策を交換しましょう。さらに詳しいことや参加方法について
は www.na.org/webinar をご覧ください。みなさんのアイデアや意見提供をお待ち
しています。

継続的に開かれているウェビナー継続的に開かれているウェビナー
•	パブリックリレーションズ［広報活動］: www.na.org/PR
•	H＆I［病院施設］: Email H&I@na.org
•	ローカルサービスのツールボックス: www.na.org/toolbox
•	コンベンションとイベントに関するツール: www.na.org/conventions

検討すべき課題
　「検討すべき課題［IDT：イシュー・ディスカッション・
トピックス］」は、NA全体に影響を及ぼす問題につ
いてメンバーたちの関心を高めるために、世界中の
NAで議論を重ねるテーマです。そうしてIDTについ
て話し合うことは、グループやサービス機関のなかに
一体性を築くことができるだけでなく、NA全体による
資料作成やサービスの方向づけに役立つのです。

2018年〜2019年に検討すべき課題
　・「NAのメッセージを運ぶこと」と「NAに関心を

持ってもらうこと」
　・「メンバーたちをサービスに引きつける」
　・NAに関係のある「薬物代替療法（DRT）およ

び投薬治療（MAT）」

ワークショップの概要、パワーポイントによるプレゼン
テーション［説明資料］、配布資料をはじめ、IDTに
関する議論やワークショップの開催に役立つ資料
は、www.na.org/idt に掲載されています。みなさ
んの議論の結果を、Eメールによって共有しましょう。
この２年間のI D Tに関する話し合いをまとめたも
のは、www.na.org/conference　（または2020年
度カンファレンス アジェンダ レポートのP22〜P23）で
ご覧ください。
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　ＮＡ Ｗａｙでは、世界中のＮＡからミーティング会場やイベントの写真が送られてくるの
をお待ちしています。ただし、集まっているメンバーがどこのだれとわかる写真はご遠慮く
ださい。なお、写真には、グループやイベントの名称、所在地および国名はもちろん、グル
ープやイベントが誕生してどのくらい経つのか、ミーティングの形式やイベントで大事にし
ている習慣、ユニークな点など、グループやイベントの紹介文を添えていただくようにお願
いします。宛先は、naway@na.org となっています。

差出人： シゲト・O
日付：　2019年12月1日　午前５時８分
宛先：　WorldBoard@na.org 
件名：　スポンサーシップ デイに、感謝！

　親愛なるワールドボードのみなさんへ

　こんにちは。僕は、シゲトという日本のメンバーです。いつもお世話になっています。
このメールは、日本のスポンサーシップ ディについてお伝えするものです。僕たちは、
スポンサーシップデイの祝い方についてホームグループで話し合いました。どんな仲
間たちが参加してくれるか。どういうイベントにしようか。ビジネスミーティングによって、
みんながそれぞれに意見やアイデアを出し合いました。
　その結果、お菓子をたべながらスピーカーの話が聞けるくつろいだ雰囲気のミー
ティングにしようということになったのです。当日は、買い出しに行ったり、会場の準備
をしたりと、グループのメンバーがみんなで協力しました。ミーティングでは、僕がリー
ディングカードを読んでから、みんなでI P＃11の『スポンサーシップ』を輪読しました。
ふたりのスピーカーが話をした後に、休憩があり、それから何人かの仲間がマイクを
回し合ってわかちあったのです。
　この日のミーティングでは、みんながいろんな経験をしました。初めてスピーカーをした
メンバーたち。スポンサーと一緒にわかちあいをしたメンバーたちや、スポンサーとの交
流が深まったメンバーたち。そして、スポンサーがほしくなったメンバーたちもいました。
　このようなイベントに参加できたことを、僕たちは心から感謝しています。ホームグル
ープや参加してくれた仲間たちとの一体感が深まったようで、うれしく思っています。
スポンサーシップ デイに、感謝！

シゲト・O（ウィル・グループ）
（日本／南関東エリア）
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Multiday events and those occurring between publication dates are printed according to the schedule posted online. To 
enter events or to access event details, visit the online calendar at www.na.org/events. (If you don’t have internet access, fax 
or mail your event info to 818.700.0700, attn: NA Way; or The NA Way; Box 9999; Van Nuys, CA 91409 USA.)

Bahrain
Manama 12-13 Mar; Our Strength Is in Our Unity; One Season 
Hall, Manama; event info: +97333382030 

Canada
Quebec 6-8 Mar; Youth Convention 24; Holiday Inn & Suites 
Pointe-Claire, Montreal; https://naquebec.org/

Denmark
Randers 17-19 Jan; Service Conference-Service for 30 Years; 
Remisen, Randers; https://www.nadanmark.dk/events/nas-30-
aars-foedselsdag-servicekonference-/

France
Bagnères de Luchon 5-9 Feb; First Gratitude at Altitude Ski 
& Recovery; Gite Skioura, Bagnères de Luchon; https://www.
narcotiquesanonymes.org/evenements/

India
Jodhpur 9-11 Jan; Indian Regional Convention 10; Hotel 
Rajputana Palace, Jodhpur; https://naindia.in/

Norway
Trysil 9-15 Mar; Ski and Recovery 14; Trysil, Trysil; https://
nanorge.org/

Philippines
Bacolod City 24-26 Jan; Philippines Regional Convention 25; 
Sugarland Hotel, Bacolod City; http://www.napilipinas.org/

Serbia and Montenegro
Belgrade 17-19 Jan; Adriatic Regional Winter Convention 11; 
Royal Inn Hotel, Belgrade; http://www.na-srbija.org/

Thailand
Chiang Mai 21-23 Feb; Thailand Regional Convention 12; 
Duangtawan Hotel, Chiang Mai; https://na-thailand.org

Ukraine
Lviv 25-26 Jan; Central European Service Symposium; Hotel 
Rius, Lviv; hotel rsvns: +380979700220; https://na-ua.org/

United Kingdom
London 17-19 Apr; London Convention 28; Friends Meeting 
House, London; https://londonconventionna.org/

United States
Alabama 17-19 Jan; Central Alabama Area Convention 13; 
DoubleTree Downtown, Montgomery; http://alnwfl.org
Arizona 13-16 Feb; Arizona Men’s Spiritual Retreat; Franciscan 
Renewal Center, Scottsdale; http://www.themensretreat.org
California 17-19 Jan; San Fernando Valley Area Convention 
25; Marriott Burbank Airport, Burbank; https://sfvacna.org/
2) 17-19 Jan; Monterey Bay Area Convention 8; Monterey 
Conference Center, Monterey; http://mbcna.org
3) 9-12 Apr; Northern California Regional Convention 42; 
Santa Clara Convention Center, Santa Clara; https://www.
norcalna.org/
Delaware 13-15 Mar; Small Wonder Area Convention 14; 
Chase Center, Wilmington; https://www.smallwonderarea.org/

Florida 16-19 Jan; Palm Coast Area Spiritual Retreat; Riverside 
Camp & Retreat Center, Fort Denaud; http://www.palmcoastna.
org/events
2) 16-19 Apr; Fun in the Sun 42; Edgewater Beach & Golf 
Resort, Panama City Beach; http://www.funinthesunconvention.
org/
Georgia 20-23 Feb; Georgia Regional Convention 39; Hilton 
Atlanta Northeast, Peachtree Corners; https://www.grcna.org/
2) 6-8 Mar; Recovery in Action 6 Newcomers Event; Clarion 
Inn & Suites, Savannah; https://grscna.com/
3) 6-8 Mar; Super Speaker Fest; Hilton Airport, Atlanta; event 
info: superspeakerfest@gmail.com
4) 9-12 Apr; A Little Girl Grows Up 11; Hilton Atlanta Airport, 
Atlanta; https://www.alittlegirlgrowsup.org/
Hawaii 17-19 Apr; Oahu Gathering 36; Camp Mokulei’a, 
Waialua; http://na-hawaii.org/gathering
Indiana 10-12 Apr; Kentuckiana Regional Convention 34; 
Radisson Hotel, Clarksville; https://kentuckianana.org/
convention/
Kansas 3-5 Apr; Mid-America Regional Convention 37; Clarion 
Inn & Conference Center, Emporia; https://marscna.net/
Kentucky 20-22 Mar; First Winners Group Convention; Holiday 
Inn, Hopkinsville; https://kentuckianana.org/
Maine 31 Jan-2 Feb; Unity Fest; Ramada by Wyndham, Bangor; 
https://nnerna.org/
Massachusetts 10-12 Jan; Boston Area Convention 19; 
Boston Park Plaza Hotel, Boston; https://jfk445.wixsite.com/
bacnaxix
2) 20-22 Mar; Northeast Massachusetts Area Convention 7; 
Boston Marriott Burlington, Burlington; https://nerna.org/
north-east-massachusetts/
Michigan 28 Feb-1 Mar; Circle of Sisters 23; Marriott Detroit 
Renaissance, Detroit; http://www.circleofsisters.org/home
2) 9-12 Apr; Detroit Areas Convention 28; Motor City Hotel 
& Convention Center, Detroit; https://michigan-na.org/dacna/
Minnesota 17-19 Apr; Minnesota Convention 27; DoubleTree, 
Bloomington; http://mnnac.org/
Nebraska 28 Feb-1 Mar; Close Encounters of the Clean Kind 
33; Omaha Hilton, Omaha; https://ceck.na-omaha.org
New York 17-19 Jan; Nassau Area Convention 17; Hilton Long 
Island/Huntington, Melville; http://www.nacna.org/
2) 14-16 Feb; Metro Area de Habla Hispana Convention 15; 
Crowne Plaza Hotel, White Plains; event info: 787.690.5916; 
write: Metro Area de Habla Hispana; Box 734; New York, NY 
10116
3) 12-15 Mar; First Niagara Falls Area Convention; Sheraton, 
Niagara Falls; https://www.nawny.org/ 
4) 27-29 Mar; Buffalo Inner City Convention 3; Buffalo Grand 
Hotel & Event Center, Buffalo; https://www.nawny.org/events
North Carolina 3-5 Jan; Spiritually High in the Land of the 
Sky 35; Crowne Plaza, Asheville; https://www.spirituallyhigh.
org/
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NAWS Product Update

2) 24-26 Jan; The Road Home 11; DoubleTree, Atlantic Beach; 
https://theroadhomena.org/
3) 6-8 Mar; Freedom by the Sea 19; Courtyard by Marriott, 
Carolina Beach; https://www.freedombytheseaconventionofna.
com/
4) 3-5 Apr; Spectrum of Hope 4; Wyndham Garden 
Greensboro, Greensboro; https://greensborona.org/
Ohio 14-16 Feb; Toledo Area Convention; The Hilton Garden 
Inn, Perrysburg; https://natoledo.com/
Oklahoma 17-19 Jan; Norman Winter Convention 30; Reed 
Conference Center, Midwest City; https://wascokna.org/
norman-winter-convention/nwc-registration
Pennsylvania 17-19 Jan; Together We Grow Up Convention 
2; Clarion Hotel, Essington; http://www.narcoticsanonymousnj.
org/Activities/NA_EventsResultList1.asp
Rhode Island 31 Jan-2 Feb; Greater Providence Area 
Convention 10; Crowne Plaza, Warwick; https://www.gpana.
org
South Carolina 24-26 Jan; Upper South Carolina Area 
Convention 40; Greenville Marriott, Greenville; https://www.crna.
org/

2) 14-16 Feb; RAW Recovery at Work; DoubleTree Resort, 
Myrtle Beach; https://www.crna.org/blog/event/raw-xvii-
convention-gcana/?instance_id=270
Texas 17-19 Jan; Esperanza Area Convention 6; Omni at the 
Colonnade, San Antonio; https://eacnasa.org/
2) 31 Jan-2 Feb; Tejas Bluebonnet Regional Convention 20; 
Omni at the Colonnade, San Antonio; https://tbrcna.org/
3) 9-12 Apr; Lone Star Regional Convention 35; Hilton DFW 
Lakes Executive Conference Center, Grapevine; https://www.
lsrna.com/
Utah 20-22 Mar; Northern Utah Area Convention 27; Comfort 
Suites, Ogden; http://northernutahna.org/nuacna/
Virginia 10-12 Jan; Virginia Regional Convention 38; 
Convention Center, Virginia Beach; http://www.avcna.org/
index.html
Washington 12-15 Mar; Keys to Freedom Clean & Free; 
Convention Center, Ocean Shores; http://www.wnirna.org/
events
Wisconsin 21-23 Feb; Greater Milwaukee Unity Convention 23; 
Hilton Milwaukee City Center, Milwaukee; https://namilwaukee.
org/

For the third Conference cycle, the World Board included a survey in the 
Conference Agenda Report (CAR) to help set priorities for recovery litera-
ture, service material, and Issue Discussion Topics (IDTs). There is also a 
section on the future of literature and service tools. We will use your input 
on some questions to shape Conference discussions on improving access 
to materials and implementing better processes to respond to Fellowship 
needs. All survey responses will help frame delegates’ discussions and 
inform their decisions at the WSC. 

Members: Please complete the online version of the survey 
 posted at www.na.org/survey by 1 April 2020.

Arabic

2020 Conference Agenda Report 
Contains proposed IP, “Mental Health in Recovery,” World Board motions on the 
Fellowship Intellectual Property Trust and NAWS Strategic Plan, regional motions, 

essays on topics of Fellowship interest, and a Fellowship survey (see above). 
French, Portuguese, Spanish, and Swedish CAR: add language code for purchase.  

Arabic CAR online late January.
Price includes shipping & handling. Please order separately from other products.

Item No. 9140  Price US $13.5/12.20 €

It Works: How & Why
إنه ينجح

Item No. AR1140 Price US $9.55/8.40 €

IP #9:

Item No. AR3109 Price US $0.25/0.22 €

http://www.na.org/subscribe
https://www.na.org/?ID=webstore_new
https://www.na.org/survey
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Portuguese
IP #27: Para os Pais ou  

Responsáveis  
de Jovens em NA

Item No. PO3127 Price US $0.33/0.29 €

Portuguese (Brazil)
IP #10: Trabalhando o  
Quarto Passo em NA

Item No. PB3110 Price US $0.82/0.71 €

Russian
Basic Text (Sixth Edition)

Анонимные  
Наркоманы
Item No. RU1101 

Price US $12.15/10.50 €

NA Groups & Medication
Группы АН и  

лекарственные  
препараты
Item No. RU2205 

Price US $0.33/0.28 €

Principles & Leadership in NA Service
Принципы и лидерство  

в служении АН
Item No. RU2206 Price US $0.33/0.28 €

Slovenian
IP #14: Odvisnikova  

izkušnja s sprejemanjem,  
vero in predanostjo

Item No. SL3114 Price US $0.25/0.22 €

Zulu
IP #9: Ukuphila  
Ngalolu Hlelo

Item No. ZU3109 Price US $0.25/0.22 €

Georgian
IP #1:  

Item No. KA3101 Price US $0.25/0.22 €

Indonesian 
IP #23: Tetap Tidak Menggunakan  

Lagi di Luar 
Item No. ID3123 Price US $0.25/0.22 €

Latvian
The NA Step Working Guides

Vadlīnijas darbam ar Soļiem
Item No. LV1400 Price US $9.00/7.95 €

Lithuanian 
IP #24: Pinigų reikalai:  
Savęs išlaikymas NA

Item No. LT3124 Price US $0.56/0.49 €

Norwegian 
NA & Persons Receiving  

Medication-Assisted Treatment
Anonyme Narkomane 

og personer som mottar 
legemiddel-assistert behandling

Item No. NR2306 Price US $0.32/0.28 €

Polish
Principles & Leadership in NA Service

Zasady i przewodnictwo w 
służbach NA

Item No. PL2206 Price US $0.33/0.28 €

Social Media & Our Guiding Principles
Media społecznościowe i  
nasze zasady przewodnie

Item No. PL2207 Price US $0.33/0.28 €

2018 Ankieta członkostwa
Item No. PL2301 Price US $0.32/0.29 €

http://www.na.org/subscribe


Coming Soon
Greek

Living Clean: The Journey Continues
Ζώντας Καθαροί: Το ταξίδι 

συνεχίζεται
Item No. GR1150 Price US $9.55/8.15 €

Portuguese (Brazil)
Miracles Happen

Milagres acontecem
Item No. PB1120 Price US $11.65/10.20 €

Filipino
Basic Text (Fifth Edition)
Narkotiko Anonimo

Item No. FL1101 Price US $8.30/7.25 €

Lithuanian
It Works: How & Why

Tai veikia: kaip ir kodėl?
Item No. LT1140 Price US $9.55/8.40 €

Nepali
Basic Text (Fifth Edition)

Item No. NE1101 Price US $8.30/7.25 €

https://www.na.org/?ID=catalog-products&ID=catalog-products

